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１ . 1 8 9 0年 代 後 半 か ら の 資 本 主 義 の 発 達 に よ り 、 日 本 に 労 働 問 題 や 農 村 問 題 1

が 高 ま る 。 そ れ を 受 け て 、 18 9 8年 に 研 究 会 が 設 立 さ れ た 革 新 的 社 会 思 想 。

２ . P E R S O N 明 治 ～ 昭 和 の 社 会 主 義 運 動 家 。 信 徒 と し て キ リ ス ト 教 博 愛 主 義 2

に 基 づ く 社 会 主 義 を 主 張 。 明 治 34（ 1 9 0 1） 年 の 社 会 民 主 党 設 立 者 の 一 人 。

３ . P E R S O N 明 治 ～ 昭 和 の 共 産 主 義 運 動 指 導 者 。 信 徒 と し て キ リ ス ト 教 博 愛 3

主 義 に 基 づ く 社 会 主 義 を 主 張 。 明 治 30（ 1 8 9 7） 年 に 日 本 初 の 労 働 組 合 結 成 。

明 治 34（ 1 9 0 1） 年 の 社 会 民 主 党 設 立 者 の 一 人 。 コ ミ ン テ ル ン （ 第 ３ イ ン タ

ー ナ シ ョ ナ ル ＜ 国 際 労 働 者 協 会 ＞ ） に 参 加 し 、 大 正 11（ 1 9 2 2） 年 、 日 本 共

産 党 結 成 を 指 導 。 た だ し 、 直 接 行 動 （ 暴 力 革 命 ） を 否 定 す る 議 会 主 義 派 。

４ . P E R S O N 明 治 の 左 派 無 政 府 主 義 的 共 産 主 義 者 。 同 郷 （ 土 佐 ） の 中 江 兆 民 4

の 影 響 が 大 き い 。 明 治 36（ 1 9 0 3） 年 に 平 民 社 設 立 （ 機 関 誌 『 平 民 新 聞 』 で

日 露 戦 争 に 非 戦 論 。 片 山 潜 の 議 会 主 義 派 と 対 立 す る 直 接 行 動 派 の 中 心 人）

物 に 急 進 化 し 、 明 治 44（ 1 9 1 1） 年 、 大 逆 事 件 で 処 刑 。

５ . 第 一 次 大 戦 後 の 大 正 期 （ 1 9 1 0年 代 後 半 ～ 2 0年 代 前 半 ） に 、 立 憲 政 治 擁 護 5

や 普 通 選 挙 運 動 な ど の 政 治 改 革 を 要 求 し た 運 動 。 藩 閥 ・ 軍 閥 政 治 批 判 。

６ . P E R S O N 明 治 ～ 昭 和 初 期 の マ ル ク ス 主 義 経 済 学 者 ・ 思 想 家 京 大 で 講 義 6。 。

内 村 鑑 三 や ト ル ス ト イ の ヒ ュ ー マ ニ ズ ム に 影 響 を 受 け る 。 共 産 党 に 入 り 投

獄 さ れ る が 、 日 本 的 （ 特 に 仏 教 的 ） な 求 道 者 と し て の マ ル キ ス ト 。

７ . P E R S O N 大 正 ～ 昭 和 初 期 の ク リ ス チ ャ ン 政 治 学 者 。 キ リ ス ト 教 人 道 主 義 7

の 影 響 を 受 け る 。 民 本 主 義 を 唱 え て 大 正 デ モ ク ラ シ ー の 指 導 的 人 物 に 。

８ . 吉 野 作 造 が 説 く 、 西 洋 の デ モ ク ラ シ ー （ 民 主 主 義 ） を 移 入 し て 、 日 本 の 8

内 的 な 近 代 化 を 図 る 思 想 。 天 皇 制 （ 天 皇 主 権 ） に 配 慮 し た も の と し て 、 民

「 主 」 の 考 え を 避 け た が 、 政 治 （ 主 権 運 用 ） の 目 的 を 民 衆 の 利 益 ・ 幸 福 と

唱 え て 大 正 デ モ ク ラ シ ー の 指 導 的 理 論 と さ れ た 。

９ . P E R S O N 明 治 ～ 昭 和 初 期 の 憲 法 学 者 。 吉 野 作 造 の 民 本 主 義 と と も に 、 大 9

正 デ モ ク ラ シ ー の 指 導 的 理 論 と さ れ た 天 皇 機 関 説 を 主 張 。

10 . 美 濃 部 達 吉 が 説 く 「 統 治 権 は 国 家 に あ り 、 天 皇 は そ れ を 行 使 す る 手 段 10、

（ 機 関 ） で あ る 」 と し て 、 明 治 憲 法 の 天 皇 主 権 説 解 釈 を 批 判 し た 思 想 。 国

体 に 反 す る と さ れ 、 昭 和 10（ 1 9 3 5） 年 に は 美 濃 部 の 著 書 が 発 禁 と さ れ る 。

11 . 大 正 1 1（ 1 9 2 2） 年 に 設 立 さ れ た 、 部 落 解 放 運 動 の 全 国 組 織 。 11

1 2 . W O R D （ 全 国 ） 水 平 社 宣 言 の 結 び の 言 葉 。 起 草 者 は 西 光 万 吉 （ さ い こ う 12

ま ん き ち ） で 、 黒 地 に 赤 い 荊 （ い ば ら ） の 荊 冠 旗 も 彼 の 考 案 。

1 3 . P E R S O N 大 正 ・ 昭 和 の 女 性 解 放 運 動 家 。 青 鞜 社 （ 明 治 4 4＜ 1 9 1 1＞ 、 新 1 3）

婦 人 協 会 （ 大 正 ９ ＜ 19 2 0＞ 、 市 川 房 枝 ら と ） を 設 立 し た 「 新 し い 女 。」

14 . J O U R N A L 明 治 4 4 1 9 1 1 年 に 設 立 さ れ た 女 性 文 学 者 団 体 の 青 鞜 社 与 14（ ） 、 （

謝 野 晶 子 も ） の 雑 誌 。 巻 頭 に 「 元 始 、 女 性 は 実 に 太 陽 で あ っ た 。 表 紙 は」

高 村 智 恵 子 （ 智 恵 子 抄 』 で 知 ら れ る 高 村 光 太 郎 の 妻 。『 ）

15 . P E R S O N 明 治 の 政 治 家 。 足 尾 銅 山 鉱 毒 事 件 で 、 反 対 運 動 の 先 頭 に 立 っ て 15

闘 い 、 明 治 3 4（ 1 9 0 1） 年 に は 天 皇 に 直 訴 を 試 み た 。

T. Q .「 作 造 の 民 本 主 義 と 達 吉 の 天 皇 機 関 説 の 共 通 点 と は ？ 」

T. A .

、 。作 造 は 民 主 主 義 と 区 別 し て 日 本 の 天 皇 制 に 即 し た デ モ ク ラ シ ー と し て の 民 本 主 義 を 唱 え た

達 吉 は 、 日 本 の 統 治 権 は 国 家 に あ る と し 、 天 皇 の 存 在 は そ の た め の 手 段 と す る 天 皇 機 関 説 を

唱 え た 。 両 者 の 共 通 点 は 、 天 皇 を 目 的 で は な く て 手 段 で あ り 、 民 衆 を 中 心 と す る 国 家 を 理 想

と し て い る 点 に あ る 。


